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今後の方向性
・県立大ＣＳＩとの連携による取組を継続実施していく。
・そばの魅力の効果的な情報発信及び商品化について検討していく。

備考

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

＜高校生向け起業塾＞
　飯山高校探究科１年生を対象に、起業家によ
　る講義等を実施
・講義・ワークショップ
  [7/18(木)飯山高校、80名参加]
・フィールドワーク
　[8/6(火)飯山市内空き店舗ほか、11名参加]

＜名水火口そばの普及等＞
　東日本台風の影響で参加予定イベントが中止
　になったが、小学校等でそば打ちを実施
・そば打ち体験講師
　[小学校２回、修学旅行生２回]

・今後の課題研究テーマの発見機会
　となった。
・フィールドワークでは、意欲的な
　生徒が参加し活発なアイデア出し
　がみられた。

・｢のうりん食堂｣(飯山市連携事業)
　など活動が広がり、メディアを通
　じて高校生による地域の食文化を
　発信できた。
・そば打ちの講師依頼等が増加した。

合　　　　　　計 244,240

・講演会、ワークショップ、フィールド
  ワーク等の開催 207,040

・そば打ち技術指導謝金等
・振る舞い用そば粉等の購入

37,200

高校生向け起業塾

名水火口そばの普及等

成果目標
（成果指標）

＜起業塾＞
・講演会及びワークショップの参加生徒数　80名
・フィールドワークの参加生徒数　10名
＜名水火口そばの普及等＞
・管内大規模イベントへの出展　２回

事
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事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　高校生による食や食文化などの地域資源の活用・発信や起業塾での学びを通じ、若者の
郷土愛の醸成をめざす。

現 状 と
課 題

・管内は若年層の転出が多く、人口の社会減が続いている。UIターンを促進するため、
　働く場の確保や若者の郷土愛の醸成が必要
・地元での魅力ある就労（起業）のイメージ及び場の確保が重要
・下高井農林高校｢そば班｣では、木島平村そば打ち研究会から、オヤマボクチの栽培、
　そば打ち指導を受け、文化祭やそば祭りでの振る舞い等を行っているが、さらに広く
　情報発信する場を得ていくことが課題

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

＜高校生向け起業塾＞
・県立大CSIとの連携による高校生対象の講演会及びワークショップ等の開催
＜名水火口そばの普及等＞
・下高井農林高校｢そば班｣生徒が管内の大規模イベント等に参加し、そば打ちの披露と
　振る舞いを行う

事業期間 平成31年4月1日 令和2年3月31日

実 施 機 関 北信地域振興局 担
当
課

企画振興課（飯山高校、下高井農林高校）

事 業 名 子育ての支援と子ども・若者の郷土愛の醸成
0269-23-0201

hokuchi-kikaku@pref.nagano.lg.jp
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